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【取組例】 ■日本語学習支援の充実 

日本人と外国人が共に活躍できる環境の整備  施策目標１   

◆ 日本語教育ボランティアの育成およびスキルアップに係る事例集（作成中） 

都内の自治体や国際交流協会、ＮＰＯなどで働く、日本語教育支援に
携わるボランティアの育成担当者向け 

日本語教育ボランティアの育成とスキルアップを図る 

● 全国の日本語教育ボランティアの育成およびスキルアップに係る 
   取組状況を調査 
 
● 全国の自治体や国際交流協会、ＮＰＯなどによる、優良な実 
   践事例や日本教育支援のノウハウをヒアリングし、その内容を紹介 
 

目的 

対象 

内容 

資料７ 



目的 

○民間団体が行う、東京都内の在住外国人を支援する事業に対して助成 
○東京で暮らす外国人が安心・安全に暮らせる環境を確保するとともに、経済活動や地域活動への 
 積極的な参加を促すことにより、日本人と共に東京の一員として活躍できるグローバル都市・東京の 
 実現に寄与することを目的とする。 

〇対象団体：ＮＰＯ法人、社会福祉法人、 
         任意団体等 

〇対象事業：日本語教室、学習支援室、教育相談、 
         無料電話相談、生活相談窓口、 
         日本語教室ガイドの作成 など 
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助成対象例 ★ ２分の１助成 
＜平成28年度から次のとおり拡充＞ 
 ＊予算額の増加 500万円⇒3,000万円 
 ＊助成上限の拡大 300万円⇒500万円 
 ＊事業費総額が最低50万円の事業から 
  申請可能に 
 ＊対象に外国人の活躍推進を追加 

 日本人と外国人が共に活躍できる環境の整備  施策目標１   

【取組例】 ■日本語学習支援の充実、外国人の次世代育成、 
       地域活動やボランティア等への参加促進 など 

◆ 東京都在住外国人支援事業助成 
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助成対象団体一覧（平成２９年度） 

№ 団 体 名 事 業 名 

1 
 認定特定非営利活動法人 
 多文化共生センター東京 

 外国にルーツを持つ子どもの就学・進学支援のための 
 学習サポート事業 

2 
 特定非営利活動法人 
 青少年自立援助センター 

 外国にルーツを持つ子どもと若者のための学習・ 
 進学支援事業ＹＳＣグローバル・スクール 

3 
 特定非営利活動法人 
 東京英語いのちの電話 

 外国人へのメンタルヘルスサポート・無料電話相談 

4 
 一般社団法人 
 ウェルク 

 非暴力社会に向けた在住外国人女性や母子の支援のための 
 意識啓発と人材発掘事業 

5 
 社会福祉法人 
 さぽうとにじゅういち 

 日本に定住する難民等外国人住民と日本人住民が共に学び、 
 成長する「学習支援室」充実化事業 

6  日本聴覚障害者建築協会  ユニバーサルデザインＳＯＳハンドブック 

7 
 東京日本語ボランティア・ 
 ネットワーク 

 「ボランティア日本語教室ガイド2018東京」及び 
 「日本語ボランティア活動実態調査・報告書」の作成 

8 
 公益財団法人 
 東京YWCA 

 日本語を母語としない外国人の親を持つ子どもたちへの 
 日本語・学習支援と在住外国人への日本語支援 

9 
 特定非営利活動法人 
 国際活動市民中心 

 東京都内における外国人相談機能拡充事業 

10 
 ビルマ同好会 
 「ミンガラ日本語教室」 

 ミンガラ日本語教室（在京ミャンマー人の日本語学習支援） 

11 
 特定非営利活動法人 
 中国帰国者・日中友好の会 

 社会福祉相談支援事業 

12 
 特定非営利活動法人 
 日本ペルー共生協会 

 バイカルチャーの若者育成プログラム 

計１２団体へ助成 

 東京都在住外国人支援事業助成  
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【取組例】 
   ■生活情報や防災情報等の一元的な提供 

 全ての外国人が安心して暮らすことができ、また  
 生活をより楽しむために必要なサポートの充実  

施策目標２   

◆ 生活情報冊子「Life in Tokyo : Your Guide」 
◆ 多文化共生ポータルサイト「Life in Tokyo」 
                               （東京都国際交流委員会） 
◆ ホームページ「生活ガイド：リビングインフォメーション」 
                               （東京都国際交流委員会） 
◆ 緊急時のハンディマニュアル「ヘルプカード」 
◆ 外国人のための防災訓練   など 
 

  ■区市町村の実施する外国人支援施策の充実支援 

◆ 多文化共生コーディネーター研修   （東京都国際交流委員会） 
 



概要 

〇対応言語：日本語、英語、中国語、韓国語 

〇配布場所：区市町村の住民登録窓口、 
        外国人相談コーナー、多文化共生担当部署等 
        ビジネスコンシェルジュ東京（丸の内、赤坂） 
        東京開業ワンストップセンター（赤坂、渋谷、 
      丸の内） 
        地域の国際交流協会 
        東京都国際交流委員会（秋葉原） 
        外国人相談窓口（都庁第一本庁舎3階） 等 

※区市町村や国際交流協会によって、配布場所が異なる 
  

東京で生活し始める外国人向けの生活情報冊子 

 生活情報冊子「Life  in  Tokyo :  Your Guide」  
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 生活情報冊子「Life  in  Tokyo :  Your Guide」  
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概要 

ＵＲＬ：https://www.lifein.tokyo.jp/ 

外国人が安心して東京でくらし、生活をより
楽しんでいただくために、東京都内のくらしに
関する情報を一元化して提供するポータル
サイト 

多文化共生ポータルサイト「Life  in  Tokyo」  東京都国際交流委員会 
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概要 

〇対応言語：日本語、英語、中国語、  
      韓国語、やさしい日本語  

〇カテゴリー： 
 ・日本に住むときの手続き 
 ・くらしの情報 
 ・出産、育児、その他の福祉サービス 
 ・教育、日本語教育 
 ・仕事 
 ・税金 
 ・年金、医療保険 
 ・外国人のための相談窓口、情報提供 
 ・官公庁、警察、消防など 
 ・文化、スポーツ、観光施設   
※他に、転ばぬ先の知恵、緊急災害時の対応等も掲載。 

外国人のための生活ガイド 

 東京都国際交流委員会ホームページ  
 「生活ガイド  リビングインフォメーション」  

東京都国際交流委員会 
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概要 

〇発行言語： 
 ・日本語、中国語、韓国・朝鮮語、英語（4言語併記） 
 ・日本語、タガログ語、ベトナム語（３言語併記） 
 ・日本語、ネパール語、タイ語（３言語併記） 
 ・日本語、ミャンマー語、フランス語（３言語併記） 
 ・日本語、スペイン語、ポルトガル語（３言語併記） 

 東京を訪れる外国人旅行者や、都内在住外国人の方向けに、緊急
時のハンディマニュアル（ヘルプカード）を配布。定期券サイズで災害・
急病・怪我など緊急時の対応、情報の入手方法、日本人に支援を求
める際の会話集などをコンパクトに記載。 

緊急時のハンディマニュアル「ヘルプカード」  
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概要 

〇開 催 日 ：平成３０年１月２５日（木） 

〇訓練内容：起震車体験、応急救護訓練、避難所 
      体験、防災ブック「東京防災」を 
      活用した訓練 

〇参加者実績：在住外国人 ２６９名 
      （大使館関係者、一般参加外国人、 
       外国人留学生等） 

在住外国人への防災知識の普及啓発（平成１４年度から開始、 
平成１８年度から毎年度実施） 

外国人のための防災訓練  
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〇開催場所：駒沢オリンピック公園 屋内球技場 

＜起震車体験＞ 



概要 

〇実 施 日 ：平成29年12月７日（木）・14日（木） 
      平成30年 1月11日（木）・18日（木） 
                   （計4日間） 

〇研修内容：多文化共生に係る概論及び各分野の基礎知識、 
                  グループワーク、フィールドワーク 

〇受講者数：5９名（単科目受講者を含む） 

 地域における外国人の多様なニーズにきめ細かく対応するため、区市
町村等において教育・医療・福祉・労働・防災等多岐にわたる分野を
包括的にコーディネートする専門人材「多文化共生コーディネーター」を
育成する。 

多文化共生コーディネーター研修  
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〇対  象  ：区市町村及び国際交流協会の職員、 
      外国人支援団体関係者 

東京都国際交流委員会 



12 

【取組例】■多様な価値観を受け入れる意識の醸成 
     ■日本人と外国人との交流の場の拡充 
     ■人権尊重意識の醸成と国内外への発信 

 グローバル都市にふさわしい、多様性を尊重し、  
 共に支え合う意識の醸成  

施策目標３   

◆ 多文化共生に係る意識啓発イベント「東京多文化フェス」 
 
◆ 国際化市民フォーラム in TOKYO（東京都国際交流委員会） 
 
◆ ヒューマンライツフェスタ東京の開催（東京都総務局）  など 



概要 

〇開催日：平成２９年１１月２６日（日） 

〇出演：LiLiCoさん、小池都知事 ほか 

〇集客数：約4,800人 

〇出展等：中央大学、明治大学、早稲田大学、 
       東京ビジュアルアーツ、早稲田文理 
       専門学校、港区国際交流協会、目黒区 
       国際交流協会、国際活動市民中心  
      （CINGA)、多言語絵本の会ＲAIN 
       BOW、多文化共生センター東京、 
       東京英語いのちの電話（TELL）、 
       日本雲南聯誼協会、Friendship Force 
       武蔵野目黒クラブ、民族衣裳文化普及 
       協会、目黒国際俳句の集い 等 

日本人と外国人が多文化共生について 
理解を深めるためのフェスティバル 

多文化共生に係る意識啓発イベント「東京多文化フェス」  
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〇開催場所：ベルサール秋葉原 



〇開催日：平成３０年２月３日（土） 
 

〇分科会： 
  

国際化市民フォーラム  in  TOKYO 東京都国際交流委員会 

14 

〇開催場所：なかのＺＥＲＯ西館３階 
 

 在住外国人を取り巻く課題や問題点、国際協力の在り方などについて、
国際理解を促進し問題解決への認識を深める機会とする 

概要 

  ③多文化共生社会を実現するための子ども 
   の日本語学習支援（外国にルーツを持つ 
   子どもの日本語学習支援の事例報告） 
   （参加者：62名） 
 

  ②生活者としての外国人が考える多文化 
   共生社会とは（参加者：49名） 

 ①「誰一人取り残さない世界」って？ 
  ＳＤＧｓの視点から（参加者：29名） 
  



〇内容(一部紹介)： 
 ●シンポジウム「多様性を認め合う社会」 
    ・小池都知事挨拶 
   ・書家・金澤翔子氏による揮毫（きごう） 
   ・ パネルディスカッション 
    （藪本雅子氏、織田友理子氏、メイミ氏、サヘル・ローズ氏） 
 ●大学対抗 多文化共生プレゼンコンテスト「多文化共生の啓発」 
  （中央大学、東京外国語大学、法政大学、明治大学、早稲田大学） 
 

ヒューマンライツ・フェスタ東京  
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東京都総務局 

〇メインテーマ：ダイバーシティ（多様性の尊重） 

 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に、人権が尊重さ
れ、誰もが幸せを実感できる都市、そして誰もがいきいき生活・活躍できるダイバー
シティを尊重する都市・東京の実現を目指し、人権施策の一層の推進に取り組ん
でいる中、人権施策の重点プロジェクトとして、幅広い都民に人権の大切さについ
て考え、理解を深めていただくための場を提供することを目的として開催するイベン
ト。平成29年度で３回目の開催。 

〇開催日・場所：平成29年10月15日（日）＠新宿駅西口広場イベントコーナー 
             平成29年11月4日（土）、5日（日） ＠東京国際フォーラム 

概要 


